
新規就農者の確保に向けた取り組み

備中県民局農林水産事業部
新見農業普及指導センター

１ 担い手の確保・育成

今年輝いた人（敬称は省略させていただいております）

ＪＡ晴れの国岡山新見花卉部会では、平成27年度
から、りんどう専業経営を目指す実務研修生の受け
入れに取り組んでいます。近年では令和４年度、５
年度の研修生３名が、順調に研修期間を終えて就農
し、りんどう栽培を始めています。
りんどうは定植後の１年間は株養成を行い、２年

目から切り花を出荷します。令和６年度の新規就農
者は、今年度初出荷を終え、ほっとした表情を見せ
ていました。
新見花卉部会では、令和５年度に新選花場を整備

するなど、出荷量の増加に対応できる体制を整えて
います。

出荷調整の実習をする農業体験研修生

新見オリジナルりんどうの咲き具合を確かめる
新規就農者

新見市では、ぶどう、トマト、りんどうの３品目で新
規就農者の受入体制を整え、県内外の就農相談会で就農
希望者の相談対応や、年２回の地域就農オリエテーショ
ンで産地見学や先輩農業者との意見交換を実施していま
す。今年度は１名が９～10月に草間地区及び豊永地区で、
ぶどうの体験研修を約１か月実施しました。
また、ももを加えた４品目で就農準備講座の受講生を

募集し、受講申し込みがあったピオーネ、りんどう、も
もの３品目で４～６回の講座を開催し、新規栽培者の栽
培技術の習得を図っています。
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普及だより2025年

令和７年度 岡山県農林漁業功労者表彰
岡山県農林水産部長表彰（農産部門）

中川 浩志（豊永）

令和７年度 岡山県うまいくだもの共進会
【ピオーネの部】
◎最優秀賞

農林水産大臣賞 長濱 健一（草間）

◎奨励賞

うまいくだものづくり推進本部長賞

近藤 聡 (豊永）

藤野 幸一（草間）

田中 邦男（豊永）

【オーロラブラックの部】
◎奨励賞

うまいくだものづくり推進本部長賞

植田 正二（豊永）

山田 憲次（草間）

令和７年度 岡山県花き共進会
◎最優秀賞

農林水産大臣賞（特別賞）

りんどう「しなの２号」 黒笹 明 （哲西）

岡山県知事賞

りんどう「しなの２号」 奥山 亮 （哲多）

◎優秀賞

岡山県農業協同組合中央会会長賞

りんどう「パステルベル２号」田邉実千代（神郷）

全国農業協同組合連合会 岡山県本部

運営委員会会長賞

りんどう「ホワイトハイジ１号」

仲田 登 （菅生）

◎奨励賞

岡山県花き生産協会会長賞

りんどう「ホワイトハイジ１号」

岡崎 裕生（哲西）

りんどう「岡山ＲＮＤ５号」 佐藤 亮 （新見）

りんどう「しなの２号」 安田 毅 （哲西）

第80回 岡山県畜産共進会
県知事賞（若雌区の２ 優等主席）

「第５３５ながひさ」

晴れの国岡山農業協同組合長久牧場（神郷）

県知事賞（経産牛の区 優等主席）

「みえきよたま」 西村 佳明（哲多）

令和７年度 新見市ピオーネ共励会
◎最優秀賞

岡山県知事賞 田中 邦男（豊永）

◎優秀賞

新見市長賞 杉 才子（豊永）

備中県民局農林水産事業部長賞 長濱 健一（草間）

岡山県農業協同組合中央会会長賞 山田 憲次（草間）

全国農業協同組合連合会岡山県本部長賞

芦澤 芳夫（豊永）

岡山県農業共済組合長賞 植田 正二（豊永）

令和７年度 新見市桃共励会
◎最優秀賞

新見市長賞 清本 敬二（草間）

◎優秀賞

備中県民局長賞 堀江 利明（草間）

備中県民局農林水産事業部長賞 𠮷川 宏明（草間）

岡山県農業協同組合中央会会長賞 林 則幸（草間）

全国農業協同組合連合会岡山県本部長賞

平川 正史（草間）

令和７年度 新見市花き共進会
◎最優秀賞

新見市長賞

りんどう「ホワイトベルセト」 岡崎 裕生（哲西）

◎優秀賞

備中県民局長賞

りんどう「しなの早生」 竹本 元則（大佐）

備中県民局長農林水産事業部長賞

りんどう「しなの２号」 三好 充 （哲西）

岡山県農業協同組合中央会会長賞

トルコギキョウ「ダブルスノー」上田 博圀（千屋）

全国農業協同組合連合会 岡山県本部長賞

りんどう「ホワイトベルセト」 佐藤 亮 （新見）

りんどう「おかやま夢りんどう早生２号」

安田 毅 （哲西）

第18回 新見市畜産共進会
備中県民局長賞（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ）

「みそら」 新見高等学校（新見）



アブサップ液剤による「ピオーネ」の着色向上技術

鳥獣害対策研修会「にじのきらめき」現地適応性の検討

デジタルマーケティングでりんどう産地を活性化！

イノシシの生態や対策を正しく理解し、地域ぐるみで対策に取り組む手法を学ぶために、（株）野生
鳥獣対策連携センターの阿部豪氏を講師に招いて研修会を開催しました。（農）ファームやだたに鯉が
窪の組合員、周辺の集落営農組織代表者、関係機関の鳥獣害対策担当者が参加しました。
第１回（７月）は、講師による講習の後、昨年イノシシ被害が発生したほ場周辺を巡回し集落点検

２ 技術情報 ３ 普及活動の紹介

多収で良食味かつ倒伏しにくい品種として、「にじ
のきらめき」の導入が進んでいますが、新見市での栽
培適応性や肥培管理が明確になっていません。
そこで、普及センターでは、哲西地区と千屋地区で

現地適応性の検討と肥料試験を行いました。
倒伏はなく、新見市の基準反収より収量が多かった

結果から、適応性があると考えられます。
しかし、遅れ穂の発生や、熟期のばらつきが見られ、

特に千屋地区でその傾向が強いことも分かりました。
これらは品種特性の１つと考えられますが、千屋地区
では５月上旬に移植することで、遅れ穂の多くを収穫
でき、収穫ロスを減らすことができると思われます。
肥料試験では、生育後半まで肥効が続く肥料を用い

ることで、穂数が増え、収量が増加しました。
試験ほ場では、６月下旬からイネ縞葉枯病が発生し

ました。「にじのきらめき」はイネ縞葉枯病の抵抗性
を持っていますが、苗箱処理剤等によりイネ縞葉枯病
を媒介するヒメトビウンカを防除する必要があります。
また、今年も高温傾向であったため、肥効が早期に切
れたことで、ごま葉枯病が発生しました。
今後も引き続き、「にじのきらめき」の普及性を検

討します。

遅れ穂の発生 止葉に隠れている穂

ごま葉枯病イネ縞葉枯病

令和５～６年にかけて、「アブ
サップ液剤」を使用し、「ピオー
ネ」の着色等果実品質に及ぼす効果
や影響を調査しました。今年度は、
蓄圧式噴霧器から複数の噴口がある
リング型のノズル（図１）を取り付
けた動力型噴霧器に変更しました。
リング型ノズルを使用すれば、リン
グに果房を通すことで散布ができ、
省力化になります。 図１ リング型ノズル

処理区

表 Ｓ－ＡＢＡ処理が「ピオーネ」の果実品質に及ぼす影響 図２ 収穫果実（9月15日）

専門家による対策講習 集落点検

ワークショップ完成した集落点検マップ

普及センターは、県デジタルマーケティング事業を活用し、
ＪＡ晴れの国岡山新見花卉部会のＰＲ活動を支援しました。
今年度から部会でインスタグラムを開設し、『新見リンドウ

official』では、日々のりんどうの生育状況や栽培している自
然条件、部会の活動など産地情報を写真と動画（ドローン空撮
等）で紹介しています。
『新見リンドウ品種カタログ』では、部会で出荷されている

りんどうの品種を紹介しています。
また、市場関係者や仲卸、小売店に向けたＰＲパンフレット

を作成し、卸売市場を通して小売店に配布しました。
今後は、ＰＲ動画や新見オリジナルりんどうを紹介するパン

フレットも作成する予定です。

ＰＲパンフレット
産地紹介 品種紹介

新見オリジナルりんどう

皆さんも、ぜひ「いいね！♡」
「フォロー」をお願いします！

これまで、散布時間は10ａ当たり５時間程度を要していまし
たが、噴霧器を変更したことで、２時間程度まで短縮できるこ
とが明らかとなりました。また、カラーチャート示度で果皮色
に約0.5の着色向上効果がありました（図２、表）。

「アブサップ液剤」は、薬液が付着した部分にしか効果がな
いため、散布ムラがないように注意が必要です。

Ｒ７
果粒重
(ｇ)

果皮色
(ピオーネ用CC)

糖度
(°Brix)

食味
(１:不良～５:良)

果肉の硬さ
(１:軟～５:硬)

脱粒難度
(１:易～５:難)

果粉溶脱
(０:無～４:多)

処 理 区 19.5 6.5 17.9 3.7 4.0 4.2 2.2

無処理区 21.3 6.0 16.4 3.8 4.0 5.0 1.4

を行い、指摘された場所を地図
に落とし込み「集落点検マッ
プ」を作成しました。
 第２回（11月）は、７月に作
成した集落点検マップの効果を
確認した後、被害発生時の痕跡
確認方法や効果的な対策の検討
手法を学ぶため、講習とワーク
ショップを行いました。
研修会参加者に対して行った

アンケートでは、参加者全員が
「勉強になった」と回答し、
「（集落点検マップは）航空図
で見ることでわかりやすくなり、
地域で情報を共有できてよかっ
た」「話を聞くだけでなく、現
地に出向き自分で考えられるの
がよかった」など、満足度が高
い感想が多く聞かれました。

無処理区


	スライド 1
	スライド 2

